
冬
か
ら
春
へ
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
が
ず
い

ぶ
ん
早
い
気
が
す
る
。

も
う
桜
も
開
花
し
、

何
か
と
気
の
急
く
事

で
す
。
近
く
の
公
園
な
ど
で
、
腰

を
掛
け
、
ゆ
っ
く
り
お
弁
当
な
ど

い
い
か
な
ー
と
思
う
だ
け
。
で
も

今
は
、
用
も
な
い
の
に
外
へ
も
出

ら
れ
な
い
状
態
。
▼
「
新
型
コ
ロ

ナ
」
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
つ

れ
、
デ
マ
や
誤
っ
た
情
報
が
社
会

に
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
マ
ス
ク

は
も
ち
ろ
ん
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
ま
で
も
、

店
頭
で
品
切
れ
と
な
っ
て
い
る
と
、

根
拠
の
な
い
噂
が
広
が
っ
た
。
行
っ

て
み
た
ら
本
当
に
な
か
っ
た
。
実

際
は
、
在
庫
は
十
分
に
あ
る
と
の

こ
と
、
真
偽
を
見
極
め
冷
静
な
対

応
を
心
掛
け
た
い
。
▼
今
、
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
な
大
流
行
を
意
味

す
る
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
の
状
態

だ
と
認
定
さ
れ
た
。
目
に
見
え
な

い
も
の
と
の
戦
い
を
世
界
中
で
行
っ

て
い
ま
す
。
▼
そ
ん
な
な
か
政
府

に
出
来
る
こ
と
は
、
正
し
い
情
報

を
迅
速
に
解
り
や
す
く
、
根
拠
を

示
し
て
、
国
民
に
説
明
す
る
こ
と

と
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
検
査
数
を
増
や
し
、

適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
環
境
整

備
,

消
費
税
減
税
に
よ
る
生
活
・

景
気
対
策
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
三
林

保
子

記
）

仲間づくり

(3月27日現在)

１９７名

第
31
回
年
金
者
組
合
三
重
県
本

部
定
期
大
会
は
、
代
議
員
を
71
人

か
ら
60
人
に
減
ら
し
、
２
人
掛
け
、

間
を
空
け
て
の
机
の
配
置
、
机
・

椅
子
の
消
毒
拭
き
、
換
気
、
マ
ス

ク
着
用
、
手
洗
い
消
毒
の
徹
底
な

ど
の
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
し
た

上
で
、
３
月
24
日
、
ジ
ェ
フ
リ
ー

す
ず
か
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
か
ら
、
中
央
本
部
の
金
子

民
夫
委
員
長
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
愛
知
県
本
部
の
伊
藤
委
員
長
が

駆
け
つ
け
ま
し
た
。
他
に
、
み
え

労
連
代
表
、
日
本
共
産
党
三
重
県

副
委
員
長
で
県
議
の
山
本
里
香
さ

ん
の
来
賓
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

19
年
度
活
動
の
ま
と
め
、
決
算

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
20
年
度

の
活
動
方
針
、
予
算
、
特
別
決
議

が
提
案
さ
れ
、
圧
倒
的
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
の
重
点
を
次
の
点
に
置
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

仲
間
づ
く
り
は
、
金
子
委
員
長

の
１
１
０
０
人
の
壁
を
破
れ
の
檄

を
受
け
、
目
標
の
１
４
０
０
人
の

達
成
、
憲
法
と
平
和
、
個
人
の
尊

厳
が
大
切
に
さ
れ
、
若
い
人
も
高

齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
さ
せ
る
上
で
、
安
倍
九
条

改
憲
の
阻
止
、
全
世
代
型
社
会
保

障
の
撤
回
は
、
な
ん
と
し
て
も
成

し
遂
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

病
院
の
整
理
統
合
や
国
保
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
料
の

高
額
化
阻
止
、
生
活
交
通
の
新
設

な
ど
の
掘
り
起
こ
し
と
要
求
活
動

を
住
民
と
一
緒
に
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

質
疑
討
論
で
は
、
市
町
の
自
衛

隊
員
募
集
の
名
簿
提
供
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
明
野
基
地
常
駐
化
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
は
高
齢
者
自
身
切

実
な
命
の
問
題
、
自
治
体
へ
の
要

求
行
動
の
提
起
な
ど
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

支
部
か
ら
、
桑
原
支
部
長
が
地

元
支
部
長
挨
拶
を
、
加
藤
次
郎
さ

ん
が
議
長
を
、
豊
留
正
利
さ
ん
が

資
格
審
査
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

２
年
に
一
度
の
役
員
の
改
選
線

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
辻
井
良
和
委

員
長
、
桑
原
篤
、
勝
谷
鐵
幸
執
行

委
員
、
中
川
一
春
会
計
監
査
委
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
鈴
鹿
支
部
が
裏
方
を

担
当
し
ま
し
た
。
寒
い
鈴
鹿
颪
が

吹
く
日
で
し
た
が
、
駐
車
場
係
り

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
応
援
の
方

２
人
を
含
め
、
県
本
部
役
員
、
代

議
員
18
人
で
、
準
備
、
後
片
付
け

な
ど
を
こ
な
し
、
無
事
に
、
大
会

を
終
え
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し

た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

（１） 第２７７号 き ら ら ２０２０．３．２７

波の音

全日本年金者組合

三重県鈴鹿支部

第２７７号

２０２０．３．２７

事務局
〒513-1124
鈴鹿市自由ヶ丘
1－16－30

http://suzuka-ne
nkinsya.jimdo.co

編集責任者
勝谷鐵幸

鈴鹿市岸岡町1641-20
tel 059ｰ387-0383
fax 020-4663-3958
e-mail szk17721
@ yahoo.co.jp

桑原 篤
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必
ず
１
４
０
０
人
を
達
成

コ
ロ
ナ
対
策
万
全

県
本
部
定
期
大
会

上 大会全体
左 議長の左加藤
右貞森さん
写真提供 勝谷鐵幸

左上辻井委員長 右上
金子委員長
左下桑原支部長 右下
中川監査委員

年
金
者
組
合
は
、
楽
し
み

７
分
、
活
動
３
分
を
か
か

げ
、
高
齢
期
を
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
助
け

合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い

こ
う
と
す
る
組
合
で
す
。
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人
程
度
の
利
用
し
か
見
込
ん
で
い

ま
せ
ん
。
人
口
密
度
の
高
い
市
町

で
は
路
線
バ
ス
方
式
も
利
用
が
多

い
で
す
が
、
鈴
鹿
市
の
よ
う
に
民

家
が
散
ら
ば
っ
た
市
町
で
は
、

「
空
気
バ
ス
」
に
な
る
懸
念
も
あ

り
ま
す
。

先
日
（
２
月
18
日
）
の
末
松
市

長
と
の
懇
談
で
は
、
路
線
バ
ス
形

式
か
、
デ
マ
ン
ド
形
式
か
、
有
料

か
、
無
料
か
な
ど
検
討
を
す
す
め
、

実
証
実
験
を
行
い
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

鈴
鹿
市
で
は
10
年
遅
れ
で
検
討

さ
れ
実
証
実
験
を
行
う
の
で
す
か

ら
、
他
市
の
成
功
と
失
敗
に
学
び
、

他
市
よ
り
も
誇
れ
る
事
業
を
す
す

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が

今
年
２
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
い
と

い
う
方
は
極
め
て
少
な
く
「
現
時

点
で
の
導
入
は
難
し
い
」
と
、
住

民
に
回
覧
板
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
新
年
度
予
算
に
提
案
さ

れ
て
い
る
運
行
事
業
費
７
５
０
万

円
は
、
一
ノ
宮
地
区
に
お
い
て
運

賃
３
０
０
円
で
Ｃ
バ
ス
の
よ
う
に

路
線
を
決
め
て
運
行
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
西
部
Ｃ
バ
ス
も
通

勤
・
通
学
時
間
帯
は
乗
客
も
多
い

で
す
が
、
日
中
の
利
用
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
予
算
案
で
も
１
日
15

コ
ミ
バ
ス
を
よ
く
す
る
会
で
は
、

地
区
内
を
運
行
す
る
ワ
ゴ
ン
車
は
、

路
線
バ
ス
形
式
よ
り
も
、
電
話
予

約
で
走
ら
せ
る
デ
マ
ン
ド
交
通

（
停
留
所
は
自
治
会
の
ご
み
集
積

所
な
ど
）
が
効
率
的
で
、
利
用
も

多
く
望
め
る
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
た
デ
マ
ン
ド
交
通
は
人
口
2

万
人
位
の
地
域
が
効
率
的
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
仮
に
一
ノ
宮

地
区
で
実
証
実
験
を
行
う
に
し
て

も
、
一
ノ
宮
と
神
戸
地
区
を
中
心

に
、
図
書
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、

中
央
病
院
も
運
行
範
囲
に
入
れ
る

こ
と
で
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

※
橋
詰
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
（
２
月
21

日
付
け
）
か
ら
転
載
し
ま
し
た
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験

に
つ
い
て
思
う
こ
と
を
書
き
ま
す
。

２
月
議
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る

新
年
度
予
算
案
に
、
新
し
い
公
共

交
通
の
た
め
の
２
つ
の
事
業
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
実
証
実
験
が
始
ま
る

の
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。
新

し
い
事
業
を
始
め
る
と
き
、
机
上

の
議
論
よ
り
、
実
証
実
験
を
行
わ

な
い
と
解
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ

る
か
ら
で
す
。

担
当
部
局
で
は
１
年
前
よ
り
、

「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
を
前
提
と
し

た
方
式
を
模
索
し
、
昨
年
秋
に
は

一
ノ
宮
地
区
で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

有
料
路
線
バ
ス
方
式
よ
り
無
料
デ
マ
ン
ド
方
式
を

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
予
算
化

橋
詰

圭
一

請
願
書
２
３
６
筆
提
出

３
・
13
重
税
反
対
鈴
亀
行
動

３
・
13
重
税
反
対
鈴
亀
集
会
は
、

３
月
13
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
の

た
め
、
集
会
と
パ
レ
ー
ド
を
中
止

し
、
民
商
さ
ん
の
確
定
申
告
と
、

年
金
社
組
合
の
「
請
願
書
」
の
署

名
、
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

署
名
は
、
当
日
85
筆
い
た
だ
き
、

鈴
鹿
支
部
２
１
８
筆
、
亀
山
支
部

18
筆
の
合
計
２
３
６
筆
を
、
税
務

署
の
総
務
課
長
に
託
し
、
麻
生
太

郎
財
務
大
臣
、
星
野
次
彦
国
税
庁

長
官
に
提
出
し
ま
し
た
。

３
月
13
日
は
、
全
国
で
重
税
反

対
統
一
行
動
日
で
し
た
（
集
会
と

デ
モ
行
進
は
中
止
）
の
で
、
相
談

で
預
か
っ
た
分
を
税
務
署
に
届
け

ま
し
た
。
今
年
の
税
務
署
は
、
総

務
課
長
が
出
迎
え
て
く
れ
て
裏
の

小
部
屋
へ
招
き
入
れ
ら
れ
、
私
た

ち
の
請
願
書
（
２
３
６
通
）
を
桑

原
支
部
長
が
手
渡
し
ま
し
た
。

預
か
っ
た
所
得
税
の
申
告
書
は

11
通
で
、
そ
の
多
く
は
税
金
の
源

泉
徴
収
分
の
還
付
を
受
け
る
も
の

で
し
た
。
税
務
署
の
言
う
よ
う
に

４
０
０
万
円
以
下
の
収
入
の
人
は

申
告
書
を
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
と
い
う
言
葉
に
従
っ
て
い
た
ら
、

取
り
戻
せ
な
い
も
の
で
し
た
。

鈴
鹿
市
の
市
民
税
の
申
告
は
３

人
で
し
た
。
こ
れ
は
国
民
健
康
保

険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保

険
料
引
き
下
げ
に
関
係
す
る
の
で

も
っ
と
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
４
月
に
も
う
一
度
４
月

14
日
（
火
曜

９
時
〜
15
時
）

に
設
け
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
参
加
し

て
下
さ
い
。
申
告
用
紙
は
沢
山
用

意
し
て
お
き
ま
す
。

申
告
は
４
月
16
日
ま
で
延
長

今
年
の
確
定
申
告
は
、
３
月
16

日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
の
た
め
４
月
15
日

（
水
曜
）
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

勝
谷

鐵
幸

辻
井

良
和

確
定
申
告
相
談
会

市町との懇談 上バスの会 下市当局 中央市長
写真提供 勝谷 鐵幸

民商の確定申告確認
写真提供 勝谷 鐵幸

申告相談会 写真提供 勝谷



（３） 第２７７号 き ら ら ２０２０．３．２７

事
故
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
急
が

ず
、
あ
せ
ら
ず
に
は
し
り
ま
し
た
。

二
月
十
日
か
ら
は
じ
め
た
医
療

費
控
除
の
明
細
書
、
提
出
す
る
確

定
申
告
書
が
、
や
っ
と
提
出
で
き 体

を
だ
い
じ
に
し
よ
う

山
野

孝
治

い
つ
も
わ
た
し
を
監
視
し
て
い
る

番
号
。
監
視
を
さ
れ
て
生
き
て
い

る
番
号
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
帰
り

に
、
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
畑
に

る
用
意
が
で
き
ま
し
た
。

確
定
申
告
書
に
書
き
入
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
わ
た
し
が
生
き

て
い
る
個
人
番
号
で
あ
る
。
国
が

入
っ
て
蕗
の
と
う
を
七
ッ
取
っ
た
。

そ
の
七
ッ
を
茹
で
て
、
酢
味
噌
和

え
で
、
昼
の
ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
。

食
べ
て
い
る
と
、
わ
た
し
だ
け
に

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
そ

自
由
を
求
め
て
闘
う
人
々
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

九
条
の
会
「
ヒ
ロ
ア
メ
リ
カ
を
行
く
」
映
画
上
映

れ
で
も
夢
は
あ
る
」
を
観
た
。

主
演
は
、
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
「
憲

法
く
ん
」
で
有
名
な
わ
れ
ら
が
松

元
ヒ
ロ
。
監
督
で
松
元
ヒ
ロ
と
二

人
三
脚
の
リ
ラ
ン
・
バ
ク
レ
ー

（
ア
メ
リ
カ
人
で
日
本
に
長
く
住

ん
で
い
る
。
）
二
人
は
ア
メ
リ
カ

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
飛
ん
だ
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
出
来
て
、
ア

メ
リ
カ
は
変
わ
っ
た
の
か
？
ア
メ

リ
カ
は
本
当
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
以
前
の
ア
メ
リ
カ
を
知

る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
原
点
と
は
、
ト
マ

ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
「
ア
メ

リ
カ
独
立
宣
言
」
を
と
も
な
う
ア

メ
リ
カ
独
立
戦
争
だ
。
戦
争
で
イ

ギ
リ
ス
を
負
か
し
、
独
立
し
た
の

だ
が
、
危
険
な
建
国
神
話
、
武
力

で
自
由
を
勝
ち
取
っ
た
国
は
、
な

か
な
か
戦
争
を
止
め
ら
れ
な
い
。

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
協
会
の
独
立
戦

争
研
究
所
に
松
元
ヒ
ロ
、
リ
ラ
ン

バ
ク
レ
ー
と
が
む
か
っ
た
。
初
代

会
長
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
。

そ
こ
で
は
な
ん
と
会
員
は
独
立
戦

争
の
士
官
ク
ラ
ス
の
男
性
の
子
孫

で
し
か
会
員
に
な
れ
な
い
エ
リ
ー

ト
集
団
。
一
週
間
前
に
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
に
ア
メ
リ
カ
の
母
達

が
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
息
子
達

（
４
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

樋
口

出

１
９
４
５
（
昭
和
２
０
）
年
8

月
６
日
広
島
、
９
日
長
崎
に
世
界

で
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

ま
し
た
。
核
兵
器
を
な
く
す
こ
と

と
被
爆
者
救
援
を
掲
げ
て
、
６
日
・

９
日
に
行
動
す
る
の
が
６
・
９
行

動
で
す
。
年
金
者
組
合
も
加
入
し

て
い
る
「
鈴
鹿
市
原
水
協
」
で
は
、

月
１
回
６
日
か
９
日
に
15
時
30

分
か
ら
約
１
時
間
白
子
駅
西
で
こ

の
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
都

合
の
つ
く
方
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。
４
月
は
６
日
、
５
月
は

９
日
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

２
月
６
日
は
風
も
あ
り
と
て
も

寒
い
日
で
し
た
。
参
加
者
５
名
で

署
名
は
５
筆
、
３
月
６
日
も
風
の

強
い
日
で
、
参
加
者
３
名
で
署
名

は
１
筆
で
し
た
。
２
月
と
３
月
の

チ
ラ
シ
に
は
「
世
界
終
末
時
計
」

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
日
本

原
水
協
作
成
の
チ
ラ
シ
で
す
）
今

年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
時
計
は
昨

年
よ
り
20
秒
進
ん
で
１
０
０
秒
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
の
米
ロ
・

米
中
の
核
戦
略
の
悪
い
方
へ
の
見

直
し
、
気
候
変
動
な
ど
が
原
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
新
型
肺
炎
の
影
響
で
た

く
さ
ん
の
行
事
が
中
止
や
延
期
に

な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
下
旬
に
予

定
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
世
界
大
会
も
中
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。

県
原
水
協
で
は
３
月
を
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
署
名
」
の
集
約
日
の
一
つ

に
し
て
い
ま
し
た
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
方
が
４
年
前
に
世
界
に
向
け
て

呼
び
か
け
た
署
名
は
、
今
年
の
秋

ま
で
に
世
界
で
数
億
を
集
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
秋
の
国
連
の

軍
縮
会
議
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
に
は
す
で
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
に
鈴

鹿
市
で
集
め
た
署
名
は
一
万
数
千

筆
で
す
。
６
・
９
行
動
で
の
署
名

は
た
く
さ
ん
集
め
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
お
近
く
の
人
た
ち
に
署

名
を
呼
び
か
け
て
下
さ
い
。

核
兵
器
廃
絶
へ
向
か
っ
て
世
界

は
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。
２

０
１
７
年
７
月
７
日
、
国
連
で
採

択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

は
す
で
に
35
の
国
が
批
准
し
て
い

ま
す
。
50
カ
国
が
批
准
す
れ
ば
90

日
後
に
発
効
す
る
の
で
す
。
希
望

を
持
っ
て
核
兵
器
を
な
く
す
運
動

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

核
兵
器
廃
絶
へ
世
界
は
前
進

６
・
９
行
動

川
北

秀
洋

わ
か
る
足
音
が
し
て
、
生
き
て
い

る
わ
た
し
の
体
が
戻
っ
て
来
ま
し

た
。

（
二
月
二
十
六
日
）

二
月
二
十
五
日
、
九
時
三
十
分
、

庄
野
羽
山
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
鈴
鹿
、

確
定
申
告
会
場
へ
、
軽
ト
ラ
を
運

転
し
て
、
事
故
を
し
な
い
よ
う
に
、

平
和
部

真ん中ヒロさん 右バクレー監督 提供公式サイト



サ
ー
ク
ル
短
信

（４）第２７７号 き ら ら ２０２０．７．２７

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優
勝
は
松
田
二
郎
さ
ん

卓
球
を
楽
し
も
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

（
サ
ー
ズ
）
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
マ
ー
ズ
）
に
続

く
７
種
類
目
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

中
国
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
８
割
が
軽
症

者
、
２
割
が
重
症
、
重
篤
者
で
す
。

３
月
25
日
現
在
、
世
界
中
で
感
染
者

40
万
人
超
、
死
者
１
・
８
万
人
に
上
っ
て

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

感
染
は
、
感
染
し
た
人
の
く
し
ゃ
み
、

せ
き
、
つ
ば
き
等
の
飛
沫
か
ら
出
た
ウ
イ

ル
ス
が
、
別
の
人
の
口
や
鼻
か
ら
吸
い
込

む
飛
沫
感
染
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
つ
い
た
手

で
触
れ
た
と
こ
ろ
を
別
の
人
が
さ
わ
り
手

か
ら
口
や
鼻
を
通
じ
て
ウ
イ
ル
ス
を
体
内

に
取
り
込
む
「
接
触
感
染
」
が
あ
り
ま
す
。

国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
つ
い
て
、

高
齢
者
と
し
て
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
次
の
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
高

齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
は
重
症
化
し

や
す
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
自
分
自
身
を
守
る
た
め
に
手
洗
い
を
中

心
と
す
る
感
染
予
防
が
必
要
で
す
。
外
出

か
ら
戻
っ
た
後
、
ト
イ
レ
の
後
、
症
状
の

朝
か
ら
春
の
陽
気
に
な
つ
た
３

ょ っ と 勉 強ち

あ
る
人
を
看
病
し
た
後
、
調
理
・
食
事
前

な
ど
に
せ
っ
け
ん
と
流
水
で
、
手
の
汚
れ

を
洗
い
流
し
ま
す
。
手
洗
い
で
き
な
い
場

合
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
薬
品
で
手
と

指
を
消
毒
し
ま
す
。
人
に
移
さ
な
い
た
め

マ
ス
ク
な
ど
で
、
飛
沫
の
飛
び
散
る
の
を

防
ぐ
の
も
有
効
で
す
。

●
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
を
避
け
る
こ
と

な
ど
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
高
齢
者

に
と
っ
て
は
、
合
わ
せ
て
「
動
か
な
い
こ

と
（
生
活
不
活
発
）
」
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
「
生
活
不
活
発
」

に
よ
り
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
が
進
み
、

心
身
や
脳
の
機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

動
か
な
い
時
間
を
減
ら
し
、
自
宅
で
も
で

き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
ー
座
つ
て
い
る

時
間
を
減
ら
す
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
ス
ク
ワ
ッ

ト
・
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
で
散
歩
な
ど
ー

を
し
て
筋
肉
を
維
持
し
、
フ
レ
イ
ル
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

※
日
本
老
年
学
会
、
国
立
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
、
厚
生
労
働
省
、
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

３
月
21
日
号
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

高齢者の敵新型コロナに感染しないために

月
18
日
に
、
男
３
名
女
10
名
の

13
名
で
、
４
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。優

勝
は
、
４
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

81
で
松
田
二
郎
で
し
た
。

３
月
20
日
（
金
）
第
67
回
卓

球
サ
ー
ク
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

３
人
の
参
加
で
し
た
。

フ
ォ
ア
と
バ
ッ
ク
で
そ
の
球
を

打
つ
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

３
人
だ
っ
た
の
で
シ
ン
グ
ル
の

試
合
を
楽
し
み
ま
し
た
。

４
月
の
案
内

実
施
日

４
月
17
日
（
金
）
13
：

30
〜
16
：
00

白
子
コ
ミ
セ
ン
２

Ｆ

ホ
ー
ル

用
意
す
る
も
の

上
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ

ト
。

（
桑
原

篤

記
）

（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

を
戦
争
に
送
り
出
し
た
「
我
が
子

を
ど
う
ぞ
！
」
と
い
う
狂
信
的
な

展
示
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
に
向
か
っ

た
二
人
は
、
サ
ン
フ
ォ
ド
ケ
ル
ソ

ン
（
平
和
の
た
め
の
退
役
軍
人
元

会
長
）
に
会
っ
た
。
サ
ン
フ
ォ
ー

ド
さ
ん
は
「
平
和
活
動
は
と
て
も

厳
し
い
闘
い
で
す
。
巨
大
な
岩
を

転
が
し
て
山
に
上
げ
る
よ
う
な
も

の
。
そ
の
岩
に
負
け
そ
う
に
な
る
。

で
も
諦
め
て
は
い
け
な
い
。
す
ぐ

に
戦
争
を
な
く
せ
な
く
と
も
平
和

を
望
み
続
け
る
人
達
は
、
絶
対
に

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と
語
っ
た
。

建
国
の
父
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト

ン
。
実
は
奴
隷
主
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー

ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
の
生
家
に
向
か
っ

た
二
人
。
膨
大
な
敷
地
に
ワ
シ
ン

ト
ン
夫
妻
の
立
派
な
お
墓
。
そ
れ

と
対
照
的
に
森
の
中
に
墓
標
一
つ

も
立
っ
て
い
な
い
数
百
名
の
奴
隷

の
埋
葬
地
。
ス
レ
イ
ブ
（
奴
隷
）

ジ
ョ
ン
な
ど
と
書
か
れ
た
埋
葬
地

に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
る
ヒ
ロ
。

ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
戦
争
を
続
け

る
の
か
？
そ
れ
は
建
国
時
代
か
ら
、

武
力
に
よ
る
自
由
と
平
和
を
信
じ

て
い
る
か
ら
だ
。
西
部
劇
を
観
る

と
解
る
。
悪
者
を
銃
で
撃
ち
殺
し

て
終
わ
る
。
リ
ラ
ン
バ
ク
レ
ー
も

子
供
の
時
に
銃
（
マ
イ
ガ
ン
）
を

４
丁
持
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
全

土
で
銃
は
、
３
億
５
千
７
百
万
丁

も
あ
っ
た
。
人
口
は
３
億
１
千
７

百
万
人
、
な
ん
と
銃
の
方
が
人
口

よ
り
多
い
。
そ
し
て
銃
に
よ
る
殺

人
事
件
数
は
、
平
均
年
１
〜
１
・

５
万
件
。

な
ん
と
ヒ
ロ
が
射
撃
場
で
銃
を

撃
っ
て
見
た
。
最
初
は
リ
ラ
ン
バ

ク
レ
ー
に
言
わ
れ
、
恐
々
撃
っ
て

い
た
ヒ
ロ
だ
っ
た
が
、
何
十
発
も

撃
っ
て
い
る
う
ち
、
面
白
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
一
種
の
全
能
感
さ

え
漂
う
気
分
。
銃
が
悪
い
の
か
、

人
間
が
悪
い
の
か
。
や
っ
ぱ
り
銃

が
そ
う
さ
せ
る
。
銃
が
悪
い
。

そ
れ
で
も
夢
は
あ
る
。
息
子
を

白
人
警
官
に
殺
さ
れ
た
黒
人
活
動

家
の
母
ビ
バ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
は
言

う
。
「
私
に
は
ま
だ
夢
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
暴
力
と
人
種
差
別
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
希
望
、
ホ
ー
プ
は
ま
だ
あ
り

ま
す
。
」

中
南
米
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住

し
て
き
た
リ
ロ
ゴ
ン
ザ
レ
ス
は
歌

う
。
『
♪
湧
き
上
が
る
雲
を
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
降
る
雨
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
海
へ

プ
ー
ピ
ー
賞
は
豊
留
正
利
さ
ん
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
、
松
村
美
津

代
さ
ん
と
矢
板
橋
充
子
さ
ん
、
松

田
二
郎
が
各
１
回
の
合
計
３
回
で

し
た
。

次
回
は
、
４
月
15
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
、
雨
天
の
時
は
４
月

17
日
（
金
）
に
な
り
ま
す
。
場
所

は
引
き
続
き
御
座
池
公
園
で
す
。

（
松
田

二
郎

記
）

と
流
れ
出
る
川
を
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
自
由
を
求
め
て
闘
う

人
々
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

〜
〜
水
は
時
に
は
止
ま
っ
て
動
か

な
い
よ
う
に
見
え
る
。
で
も
水
の

流
れ
は
決
し
て
止
ま
ら
な
い
。
〜

〜
♪
』



て
い
た
。

保
月
の
寺
（
照
西
寺
）
で
昼
食
。

11
名
は
鍋
尻
山
へ
。
私
は
保
月
を

散
策
。
廃
村
集
落
は
50
軒
程
で
、

神
社
、
寺
、
保
持
が
行
わ
れ
て
い

て
、
江
戸
幕
府
の
治
世
が
届
い
て

い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
た
。
家
々
の

庭
や
土
手
、
裏
山
の
中
腹
に
も
、

一
面
に
福
寿
草
が
咲
き
誇
り
こ
の

村
の
廃
村
に
至
る
歴
史
に
想
い
を

巡
ら
せ
村
を
後
に
し
た
。

（
川
戸

幸
一

記
）

４
月
例
会
の
ご
案
内

４
月
度
例
会
は
い
な
べ
市
の

「
藤
原
岳
（
１
１
２
４
ｍ
）
」
で

す
。
難
度
★

脚
力
★
★

４
月
13
日
（
月
）
７
時
鈴
鹿
川
河

川
敷
集
合

歩
行
時
間
約
５
時
間

出
欠
連
絡
先
：
岡
本
美
千
子
、
前

田
純
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

二
つ
の
サ
ー
ク
ル
共

３
月
例

会
を
休
み
ま
し
た
。
４
月
の
定
例

の
集
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
春
爛
漫
の
時
期
を
迎
え
、

野
外
活
動
と
し
て
花
見
で
も
し
ま

し
ょ
う
か
と
、
計
画
を
し
ま
し
た
。

３
月
の
例
会
は
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
防
止
の
た
め

休
会
し
ま
し
た
。

４
月
の
「
音
読
の
会
」
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
中
止
し
ま
す
。

（
太
田

和
美

記
）

第
１
回
山
行
：
ミ
ツ
マ
タ
の
花
と

野
登
山
（
８
５
１
ｍ
）

３
月
９

日
（
火
）
晴

参
加
者
11
名
。

暖
か
な
絶
好
の
山
日
和
の
７
時

50
分
ス
タ
ー
ト
、
棚
田
が
美
し
い

坂
本
地
区
の
満
開
の
梅
と
畦
道
の

土
筆
を
横
目
に
林
道
へ
、
お
目
当

て
の
ミ
ツ
マ
タ
は
未
だ
三
分
咲
き

で
残
念
。

11
時
広
場
に
て
昼
食
。
遠
く
に

は
白
い
頂
き
の
御
嶽
山
や
南
ア
ル

プ
ス
が
望
ま
れ
る
。

帰
路
は
表
参
道
に
て
13
時
下
山
。

山
好
き
に
と
っ
て
山
笑
う
最
高
の

こ
の
季
節
に
、
全
員
が
足
並
揃
え

て
登
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な

ご
時
世
に
幸
せ
な
こ
と
と
い
つ
に

な
く
感
謝
す
る
。

（
前
田

由
紀
子

記
）

第
２
回
山
行
：
滋
賀
県
多
賀
町
の

鍋
尻
山
（
８
３
８
ｍ
）
3
月
21
日

（
土
）
参
加
者
12
名
。

７
時
鈴
鹿
発
。
時
山
ゲ
ー
ト
か

ら
山
歩
開
始
。
五
僧
峠
を
越
え
、

権
現
谷
を
過
ぎ
歩
い
て
い
る
と
、

気
持
ち
や
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
だ
っ

た
。
保
月
に
入
る
と
廃
村
の
集
落

が
見
え
、
所
々
に
福
寿
草
が
咲
い

３
月
例
会

山
歩
会

（５） 第２７７号 き ら ら ２０２０．３．２７

音
読
の
会

女
性
部
サ
ー
ク
ル

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

み
ん
な
で
唄
う
会

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

３
月
21
日
の
例
会
は
、
コ
ロ
ナ

の
関
係
上
お
休
み
に
し
ま
し
た
。

４
月
も
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

少
し
不
安
な
様
子
に
て
、
お
休
み

に
し
ま
す
。
来
て
下
さ
る
方
々
の

お
元
気
な
様
子
が
と
気
に
は
な
る

の
で
す
が
、
５
月
頃
に
は
な
ん
と

か
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
中
川

美
代
子

記
）

【
問
題
】
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
を
読
み
、
□
に
言
葉
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

細
工

利
己
的

痛
手

運
河

論
破

合
意

い
ち
ぶ
し
じ
ゅ
う

ゆ
だ
ん
た
い
て
き

し
こ
う
さ
く
ご

春
の
□
□
（
け
は
い
）
を
□

（
か
ん
）
じ
る

□
□
（
け
ん
こ
う
）
的
な
□
□
（
せ
い
か
つ
）
を
送

る

□
□
（
じ
ょ
う
ほ
う
）
を
□
（
あ
つ
）
め
る

心
か
ら
□
□
（
し

ん
ら
い
）
で
き
る
□
□
（
ゆ
う
じ
ん
）

□
□
（
お
ん
こ
う
）
な
□
□

（
せ
い
か
く
）

【
答
え
】
さ
い
く

り
こ
て
き

い
た
で

う
ん
が

ろ
ん
ぱ

ご
う

い

一
部
始
終

油
断
大
敵

試
行
錯
誤

気
配

感

健
康

生
活

情
報

集

信
頼

友
人

温
厚

性
格

（
太
田

和
美

記
）

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」
（
コ
ス
モ
21
発
行
）

さ

頭
の

店

設
定
日
を
、
４
月
１
日
と
し
ま

し
た
の
で
、
今
ま
で
に
二
つ
の
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
方
々

に
は
ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
と
っ
て
い

ま
す
。

お
天
気
が
い
い
日
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
願
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
崎

ヨ
シ
子

記
）

ト
ラ
ベ
ル
の
会

３
月
は
例
会
が
無
く
、
４
月
が

例
会
で
す
が
、
今
回
は
花
の
都
合

が
な
か
な
か
読
め
ず
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
騒
ぎ
が
未
だ
続
き

そ
う
な
の
で
、
バ
ス
の
中
で
の
密

接
状
態
が
不
安
で
す
の
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
が
収
ま
る

ま
で
お
預
け
と
し
ま
す
。

石
け
ん
で
の
手
洗
い
、
マ
ス
ク

の
着
用
（
話
す
と
き
も
）
、
部
屋

の
換
気
を
な
る
べ
く
頻
繁
に
行
う

こ
と
な
ど
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。次

の
６
月
は
出
来
れ
ば
下
旬
頃

の
予
定
で
す
。
雨
が
降
っ
て
も
良

い
と
こ
ろ
を
選
び
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
辻
井

良
和

記
）

４
月
休
み
ま
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

温
泉
め
ぐ
る
会

３
月
20
日
（
金
）
春
分
の
日

の
例
会
は
、
６
名
の
参
加
で
し
た
。

４
月
は
第
３
金
曜
日
の
17
日

10
時
〜
11
時
30
分
ま
で
白
子
コ

ミ
セ
ン
で
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
中
川

信
子

記
）

パ
ソ
コ
ン･

ス
マ
ホ
教
室

次
回
の
登
山
は
４
月
18
日
（
土
）

滋
賀
県
の
蓬
莱
山
で
す
。
詳
細
は

別
途
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

（
前
田

純

記
）

史
跡
め
ぐ
り
の
会

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
一
定
の
収

束
す
る
ま
で
活
動
を
休
止
し
ま
す
。

（
谷
口

茂

記
）

照
西
寺
の
鐘
楼
を
バ
ッ
ク
に

写
真
提
供

前
田

純
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き
ら
ら
文
芸

俳
句

青
い
空
流
れ
る
雲
は
姿
か
へ

川
村

米
子

春
の
空
か
す
み
か
か
り
て
虞
美
人
草

女
湯
の
こ
と
に
賑
や
か
梅
日
和

三
林

保
子

戻
ら
ざ
る
月
日
ぽ
と
り
と
椿
落
つ

国
は
今
戦
時
に
似
て
春
の
闇

山
中
み
き
を

人
々
の
騒
ぎ
は
知
ら
ぬ
山
笑
ふ

川
柳

新
コ
ロ
ナ
恐
れ
ず
睨
み
侮
ら
ず

余
志
嘉
壽

検
察
を
抑
え
て
バ
ク
チ
で
儲
け
た
い

わ

た

し

と

憲

法

大
久
保

明
巳

私
は
、
１
９
４
８
年
の
生
誕
、

現
在
71
才
、
憲
法
が
終
戦
の
２
年

後
１
９
４
７
年
に
施
行
さ
れ
、
72

年
間
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
で
、

自
分
は
生
涯
の
全
部
を
、
新
憲
法

の
も
と
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
こ
と

を
思
い
、
改
め
て
現
在
の
改
正
論

議
の
動
向
に
関
心
を
持
ち
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
思
い
の
も
と
、
こ

の
コ
ラ
ム
に
寄
稿
す
る
に
つ
き
、

日
常
頭
を
通
過
し
な
い
言
葉
の
数
々

で
す
が
、
我
々
の
日
常
生
活
の
一

番
身
近
な
住
民
自
治
会
の
会
則
な

ど
と
並
べ
て
比
較
す
る
心
積
も
り

で
目
で
追
っ
て
み
ま
し
た
。

実
は
、
手
助
け
と
し
て
、
俳
人

の
長
谷
川
櫂
に
よ
る
「
文
学
部
で

読
む
日
本
国
憲
法
」
２
０
１
６
年

刊
、
を
読
み
直
し
ま
し
た
。

大
東
亜
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
想

像
を
絶
す
る
不
幸
と
災
禍
の
結
果

と
し
て
誕
生
し
た
現
行
憲
法
。
そ

の
重
み
は
、
第
３
章
国
民
の
権
利

及
び
義
務
の
12
条
、
「
こ
の
憲
法

が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権

利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
いJ

と
の
条
文
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
民
主
権
（
民
主
主
義
）
、
戦

争
放
棄
（
平
和
主
義
）
、
表
現
の

自
由
（
基
本
的
人
権
）
が
憲
法
の

三
原
則
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
ら
は
、
当
た
り
前
に
存
在
し

て
当
然
の
も
の
で
あ
る
。

戦
禍
の
犠
牲
の
上
で
し
か
成
立

し
な
か
っ
た
財
産
で
あ
り
、
全
国

民
が
幸
福
に
向
か
つ
て
前
進
す
る

為
に
こ
れ
を
守
り
育
て
て
い
く
こ

と
を
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
読
後
の
感
想
で
す
が
、
憲

法
改
正
論
に
注
視
し
て
い
く
姿
勢

だ
け
は
学
べ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
176
回

伊
藤

栄
江
さ
ん

京
都
出
身
の
栄
江
さ
ん
は
、
ご

主
人
の
仕
事
の
都
合
で
九
州
や
名

古
屋
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
15
年
３
月
に
鈴
鹿
市
に
転
居

さ
れ
ま
し
た
。

３
人
の
子
供
さ
ん
に
恵
ま
れ
、

お
孫
さ
ん
も
６
人
み
え
る
そ
う
で

す
。転

居
当
初
は
、
慣
れ
な
い
土
地

で
、
友
達
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

渡
辺
ト
ミ
さ
ん
の
紹
介
で
年
金
者

組
合
に
加
入
し
、
様
々
な
行
事
に

出
来
る
だ
け
参
加
さ
れ
て
、
友
達

関
係
を
広
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
も

増
え
て
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。今

は
、
ご
主
人
と
二
人
暮
ら
し

で
す
が
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

お
茶
ク
ラ
ブ
や
年
金
者
組
合
の
サ
ー

ク
ル
の
音
読
の
会
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
楽
し
く
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

持
病
も
あ
り
、
毎
月
病
院
受
診

し
、
病
気
と
も
上
手
に
付
き
合
い

し
な
が
ら
、
健
康
に
気
を
つ
け
て

み
え
ま
す
。

今
回
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
し

て
い
る
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
参

加
も
勧
め
て
き
ま
し
た
。

明
る
く
笑
顔
が
す
て
き
な
栄
江

さ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
が
出
来
、

私
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

文

田
中
美
代
子

写
真

勝
谷

鐵
幸

武
田

節
子

大
空
に
両
手
を
広
げ
深
呼
吸
吐
き
出
す
息
に
笑
顔
が
戻
る

短
歌

武
田

節
子

う
ら
ら
か
な

春
の
日
に
誘
わ
れ
て

一
人
歩
く
散
歩
道

道
端
に
咲
く
小
さ
な
花
が

呼
び
か
け
て
く
る

オ
ハ
ヨ
ー
ッ
テ

ニ
コ

(^_^)

詩
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３
月
５
日
、
「
味
噌
作
り
」
の
日
で
す
。
例
年
な

ら
ば
、
食
の
工
房
に
集
ま
り
、
皆
で
賑
や
か
に
作
業

す
る
の
で
す
が
、
今
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

の
流
行
で
、
感
染
予
防
の
た
め
、
各
自
持
ち
帰
り
自

宅
で
仕
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

味
噌
を
作
り
始
め
て
何
年
に
な
る
で
し
ょ
う
。
毎

年
毎
年
同
じ
よ
う
に
作
っ
て
い
る
の
に
出
来
上
が
る

味
噌
は
、
固
か
っ
た
り
、
軟
ら
か
か
っ
た
り
、
色
も

違
い
ま
す
。
そ
の
年
の
気
候
に
左
右
さ
れ
る
の
か
、

仕
込
み
作
業
の
手
順
に
よ
る
の
か
、
判
り
ま
せ
ん
が

面
白
い
な
と
思
い
ま
す
。

３
月
１
日
に
、
昨
年
の
味
噌
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
蓋
を
開
け
ま
し
た
。
幸
い
「
カ
ビ
」
も
な
く
、
よ

い
味
噌
が
で
き
ま
し
た
。
（
手
前
味
噌
）

毎
日
の
味
噌
汁
、
ぬ
た
、
お
で
ん
に
と
、
い
ろ
い

ろ
と
一
年
楽
し
み
な
が
ら
大
切
に
味
わ
い
た
い
と
思

頼
ま
れ
て
い
た
原
稿
を
書
く
の
を
忘
れ
て
い
た
。

残
り
日
数
が
な
い
。
つ
れ
あ
い
が
白
内
障
の
手
術
を

し
た
の
で
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
て
こ
の
半
月
、
他

に
気
が
回
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
新
型
ウ
イ
ル
ス
で

騒
が
し
い
。
ま
た
、
怖
い
の
で
外
出
す
る
の
も
気
に

な
る
。

そ
れ
に
つ
れ
あ
い
の
「
移
る
の
で
出
掛
け
る
な
。
」

こ
ち
ら
は
気
持
ち
の
は
け
口
が
な
い
。
そ
こ
へ
電
話

が
入
り
、
自
宅
で
三
人
の
お
ば
ば
が
、
お
し
ゃ
べ
り

会
を
す
る
こ
と
に
。
「
出
掛
け
な
け
れ
ば
よ
い
」
と

ば
か
り
に
、
し
ゃ
べ
っ
て
、
食
べ
て
、
気
を
遣
わ
な

く
て
済
む
人
達
な
の
で
、
思
っ
た
こ
と
を
話
せ
る

い
つ
も
の
事
な
が
ら
、
内
容
は
こ
れ
か
ら
の
事
ば
か

り
。
体
調
も
そ
の
日
で
変
わ
る
し
、
出
来
る
こ
と
も

少
な
く
な
っ
て
き
た
。
す
ぐ
疲
れ
る
。
今
は
ま
だ
不

自
由
は
な
い
が
気
に
な
る
事
ば
か
り
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
封
じ
込
め
よ
う
と
、
安

倍
首
相
は

2
月

27
日
、
全
国
一
斉
に
学
校
を
休
校
さ

せ
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。
現
場
は
た
い
へ
ん
だ

ろ
う
な
、
と
、
他
人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
ら
、

そ
の
余
波
が
身
近
に
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
も
、
介
護
施
設
の
利
用
者
さ
ん
に

迷
惑
が
か
か
っ
て
は
い
け
な
い
か
ら
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
講
座
、
サ
ー
ク
ル
を
自
粛
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
近
く
の
公
民
館
も
休

講
に
な
り
ま
し
た
。
お
ま
け
に
、
カ
ー
ブ
ス
ま
で
も
。

（
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
は
３
月
９
日
で
す
）

毎
日
の
よ
う
に
出
歩
い
て
い
た
私
な
の
に
、
行
く

と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
で
も
、
「
今
日
、
用
」
と
「
今
日
、
行

く
」
が
大
事
。
と
い
っ
て
た
の
に
、
行
先
が
な
い
な

二
十
五
年
ほ
ど
前
、
視
全
感
察
快
（
自
然
観
察
会
）

に
誘
い
を
受
け
、
月
に
二
回
程
亀
山
の
里
山
で
の
探

鳥
会
、
植
物
観
察
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

私
が
、
高
価
（
十
万
円
程
）
な
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
の
双

眼
鏡
を
手
に
し
た
の
は
そ
の
時
で
す
。
初
め
は
、
上

手
く
合
わ
せ
る
事
が
出
来
ず
、
鳥
が
飛
ん
で
い
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
ず
ー
と
み
て
い
る
と
、
目
が
回
り
気

分
が
悪
く
な
っ
て
来
て
、
慣
れ
る
ま
で
大
変
で
し
た
。

先
日
、
テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
と
、
若
い
女
性
の
間

で
高
価
な
双
眼
鏡
を
買
い
求
め
る
人
が
、
増
え
て
い

る
と
放
映
さ
れ
て
い
た
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
？

山
に
登
っ
て
景
色
を
見
る
？
い
ろ
い
ろ
思
い
巡
ら
し

な
が
ら
観
て
い
る
と
、
ど
れ
も
は
ず
れ
、
シ
ョ
ー
、

ラ
イ
ブ
を
見
て
、
出
て
い
る
人
の
地
肌
を
見
て
楽
し

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
時
代
も
変
わ
っ
た
物
で
す
。

手
前
味
噌
？ 双

眼
鏡
で
何
を
見
る

お
し
ゃ
べ
り

コ
ロ
ナ
よ
り
五
輪

太
田

和
美

中
川

伸
子

羽
田

徳
子

前
田

和
子

三
月
七
日
初
め
て
「
き
ら
ら
」
編
集
会
議
に
出
席

し
ま
し
た
。

一
ヶ
月
間
行
っ
た
行
事
、
催
し
物
な
ど
写
真
入
り

で
紹
介
し
、
楽
し
く
見
て
い
ま
し
た
が
、
「
き
ら
ら
」

が
出
来
る
ま
で
に
は
、
企
画
を
考
え
、
誰
に
何
を
書

い
て
貰
お
う
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

私
は
い
つ
も
「
き
ら
ら
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
出
来
上
が
る
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
な
苦
労

も
あ
り
、
縁
の
下
の
力
持
ち
っ
て
大
変
だ
な
ー
と
思

い
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
新
鮮
な
大
漁
丼
、
と
て
も
美
味
し
く

お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
会
議
大
変
な
ん
だ

ん
て
、
ど
う
し
て
く
れ
る
の
！

２
月
に
台
湾
に
行
き
ま
し
た
が
、
あ
ち
ら
で
は
ど
の
施
設
に
入
る
に
も
、

熱
を
計
り
、
消
毒
を
し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
る
と
い
う
、
徹
底
ぶ

り
で
し
た
。
日
本
は
後
手
後
手
の
対
策
で
は
？
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
中
止
に

さ
れ
た
ら
困
る
か
ら
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
の
か
し
ら
。
学
者
が
集
ま
っ

て
対
策
を
練
る
こ
と
は
な
い
の
か
な
あ
。
こ
ん
な
時
の
た
め
の
政
府
で
し
ょ

う
。
安
倍
さ
ん
、
周
り
の
声
を
聴
い
て
、
英
知
を
集
め
て
、
乗
り
切
っ
て

よ
。
言
っ
て
も
無
駄
か
な
あ
。

い
ま
す
。

絵
手
紙

提
供

長
岡

美
千
代

矢
板
橋

充
子

前
月
号

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
中
川
信

子
さ
ん
の
文
章
「
今
年
の
目
標
」
①

表
題

「
健
康
と
減
量
」
②
最
後
の
１
行
を
追
加
「
５

㎏
（
理
想
は
10
キ
ロ
）
減
量

で
き
る
か
な
。
」

女性部の予定

４月１日（水）13:30～

県女性部役員会

４月９日（木）

女性部世話役会

６月 29日（月）亀山市

県女性のつどい



（８）第２７７号 き ら ら ２０２０．３．２７

（４人分） ぶりのアラ500ｇ ごぼう100ｇ

大根400ｇ しょうがの薄切り３～４枚 しょうがの

皮適宜 れんこん200ｇ 昆布10㎝ 赤唐辛子１本

①ぶりのアラは、しょうがの皮を入れた熱湯

にさっとくぐらせ、水に取り、水気を拭く。

②ごぼうは、４㎝長さに切って、縦４つ割りにし、水

に２分さらす。れんこんは、皮をむいて、縦４つ割

りにし、乱切りにし、面取りをして１分ゆでる。す

べて水気をよく切る。

③鍋に、昆布、水1/2カップ、酒１カップ、三温糖と

しょう油各大さじ５，しょうがの薄切り、赤唐辛子

を入れて煮る。

④③に①を加えて、落としぶたをして、弱めの中火で

20分煮る。静かに上下をかえるように混ぜる。

材料

（矢板橋 充子）

作り方

支部日誌

２月29日(土)｢きらら｣編集･発行･連絡会
３月１日(日)九条の会映画会(13:30～ジェフリー）
４日(水)第11回組織部会(13;30～白子ｺﾐｾﾝ）
５日(木)女性部みそづくり・音読の会
６日(金)第11回執行委員会(13:30～ｼﾞｪﾌﾘｰ）

６・９行動・白子駅西アクション
７日(土)｢きらら｣編集会議

さようなら原発三重パレード(延期）
９日(月)山歩会 亀山市「野登山」
13日(金)重税反対鈴亀集会・パレード ｼﾞｪﾌﾘｰ
16日(月)山歩会 多賀町「鍋尻山」
17日(火)鈴鹿社保協対市懇談
18日(水)グラウンドゴルフ
20日(金)卓球を楽しもう･パソコン･スマホ教室
21日(土)おしゃべりカフェ
24日(火)県本部定期大会(10時～ジェフリー）
26日(木)史跡めぐる会 会合
27日(金))｢きらら｣編集･発行･連絡会

４月１日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会
４日(土)｢きらら｣編集会議
６日(月)６・９行動・白子駅西アクション
８日(水)第12回組織部会(13;30～白子ｺﾐｾﾝ）
９日(木)女性部世話役会
10日(金)第12回執行委員会(13:30～ｼﾞｪﾌﾘｰ）
13日(月)山歩会「藤原岳」
15日(水)グラウンドゴルフ
17日(金)卓球を楽しもう

パソコン・スマホ教室
18日(土)山歩会「蓬莱山」
22日(水)｢きらら｣編集･発行･連絡会
25日(土)食生活に知を子どもたちに健康を
26日(日)九条の会すずか 総会と講演
28日(火)支部定期総会(13時～ジェフリー）

５月１日(金)三重県中央メーデー津観音公園10時～
２日(土)さようなら原発三重 集会･パレード
３日(日)憲法記念日憲法カフェ 鈴鹿文化会館

催
し
物
案
内

①
４
月
25
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

鈴
鹿
市
文
化
会
館
題
１
研
修
室

②
４
月
28
日
（
火
）
13
時
〜

ジ
ェ
フ
リ
す
ず
か
３
階
ホ
ー
ル

全
員
出
席
（
欠
席
者
委
任
状
を
）

③
５
月
１
日
（
金
）
10
時
〜

津
市
観
音
公
園

④
５
月
２
日
（
土
）
11
時
〜
講
演

映
画
13
時
30
分
〜

他

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

⑤
５
月
３
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

鈴
鹿
市
文
化
会
館
３
階
美
工
室

弾
き
語
り

憲
法
の
お
話

さ
よ
う
な
ら
原
発
三
重

ぶりのアラ煮 アラから出
たうまみが、大根やごぼうに染

みたしみじみ美味しい煮物です。

わたしのレシピ

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

女性部サークル

鈴
鹿
支
部
定
期
総
会

食
生
活
に
「
知
」を
・
・
・
・
・

憲
法
記
念
日
憲
法
カ
フ
ェ

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） ４月13日(月)｢藤原岳」 ４月18日（土）｢蓬莱山」

グラウンドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） ４月15日(水)９:00～フラワーパーク(雨天４月17日)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) ４月17日(金)13:30～白子コミセン２Fホール

史跡めぐりの会 谷口 茂（℡090-6610-3773) コロナ収束まで休み。

トラベルの会 澤井 順子（℡ 378-6021） ４月休み。

温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） ４月未定。６月下旬。

パソコン･スマホ教室 中川 信子（℡ 388-0427） ４月17日（金）10時～11時30分 白子コミセン

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） ４月休み。

おしゃべりカフェ 中川美代子（℡ 386-6883） ４月休み。

樋口みえ子（℡ 387-4889）

スクエアステップ 宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510) ４月１日(水)野外活動。

みんなで唄う会 澤井 順子（℡ 378-6021） ４月１日(水)野外活動。

三
重
県
中
央
メ
ー
デ
ー

イラスト 無料ソフト


